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やつしろみようけんさいしんこうぎようじ

国指定重要無形民俗文化財八代妙見祭の神幸行事
所在地：熊本県八代市保護団体：八代妙見祭保存振興会指定日：平成23年3月9日

亀蛇

1
やつしろじんじゃしゆうきたいさい

八代神社秋季大祭（妙見祭）の柱となるもので、八
おたぴしよ しおやはちまんぐう

代神社と御旅所である塩屋八11濡宮までの間の約6キロ
みこし ね

を神輿とそのお供をする多彩な出し物が練り歩く11
のうこうさいじ

月22日、23日の行事です。昨年、「阿蘇の農耕祭事」
きくちまつぱやし

(阿蘇市)、「菊池の松I離子」（菊池市）に続く本県で3
<にしていじゆうようむけいみんぞくぷんかざい

件目の国指定重要無形民俗文化財となりました。
みこし しんこうぎようじ

古くは中世の神輿を中心とした神幸行事にさかの
ほそかわさんさい

ぽりますが、新しい領主として入国した細川三斎
ただおきふつこう

(忠興）が復興し、江戸時代後期になると城下町の裕

福な町人、農民たちが参加して豪華さを競うように

なり、多彩な出し物が登場する現在の形が整ったと

いわれています。
のぽ いこくじょうちょ

特に23日の「お上り」行列は、異国情緒あふれる
しし やっこもく

ドラやラッパの音にのって舞う獅子をはじめ、奴、木
ぱてつぽうけやり ろうかくかさぽこ がめ

馬、鉄砲、毛槍、9基の楼閣型の笠鉾、巨大な亀蛇

など39種類に上る出し物が1キロ以上も連なる壮大
とさきの

なものです。行列は、八代神社に到着した後、砥崎
かわら かざりうま

河原と呼ばれる河原に向かい、亀蛇の演舞や飾馬の
ほうのう

奉納などが勇壮に行われます。
すわ はかたはこざきぐうほうじようえ

「長崎諏訪神社のおくんち｣、「博多宮崎宮の放生会」

傘鉾
きぐうほうじようえ

§宮の放生会」とともに「九州三大祭り」の一つに

数えられ、モデルとして獅子や亀蛇、奴などを妙
うきしうとしひかわ

見祭から取り入れた地域も宇城市、宇土市、氷川
ちよう

町など広い範囲にわたっています。
だしやたい

今回は、近世の城下町に発達した山車や屋台など
じゅんこう てんけいてき

が巡行する都市の祭りの典型的な例の一つで、九

州南部を代表する大規模な祭りである点、亀蛇や

楼閣型の笠鉾の巡行には地域的な特色が大きい点

が評価されました。

ノ獅子



2登録有形文化財 ’
ほんみようじにおうもん

登録有形文化財本妙寺仁王門

所在地：熊本市花園4－128登録日：平成23年7月25日

ほんみようじ

本妙寺は、熊本城の北西にある日蓮宗の寺で、加藤清正
じようちびょう におうもん

をまつる浄池廟があることで知られています。仁王門は

その参道入口に立つ鉄筋コンクリート造の門で、大正9年

(1920)、福岡県小倉の実業家で信者であった小林徳一郎

が私財倉をなげうって建て、本妙寺に寄進したものです。鉄

筋コンクリートの建物は関東大震災（大正13年）以降、

全国に普及しますが、それ以前の鉄筋コンクリートの建物

で現存するものは県内でも数少なく、

諾

席

当時の技術の高さを知ることができます。
はっきやく

型式は八脚門（8本柱の門）で、屋根の形などに日本の伝統様式を受け

継ぎながらも、頭上に仁王像を置く点、西洋風のライオン像を置く点、む

だな装飾を省いた簡潔な構造にするなど独創的なものに仕上がっています。

今回は、熊本市街地の独特な景観を創り出している点、大正という時代

を反映した自由な発想が見られ建築学的にも優れている点が評価されまし

た。

登録有形文化財

京都大学理学研究科附属地球熱学研究施設火山研究センター
（旧京都帝国大学阿蘇火山研究所）本館

所在地：阿蘇郡南阿蘇村河陽5280登録日：平成24年2月23日

－

阿蘇の草原に立つ火山に関する研究や教育のための施設で、昭和4年（1929）に建てられ
てつきん

た鉄筋コンクリート造の地上6階、地下1階のドイツ風の建物です。

設計者は、京都大学本部や同理学部附属地球物理学研究所（大分県別府市）など京都大学関
ながせきようぞう じしんけい

係の多くの建物を手がけた永瀬狂三です。地震計。

テレメーター受信室や気象観測室など20室を備え

る大規模な建物で、大自然に挑戦するかのように

そびえ立つ中央部の塔や傾いた外壁、異様に太い

円柱、火山を表現したといわれる三角形の柱など
きかがくてき ずいしょ

幾何学的なデザインが随所にみられます。ドイツ
そうたいせいりろん

にあるアインシュタインの相対性理論を証明する

ための実験施設をモデルにしたといわれ、建築家

の間では「九州のアインシュタイン塔」という愛

称で呼ばれています。
きのうぴ

認

a

装飾よりも機能美が重視される昭和初期のモダニズム建築の､熊本における代表作である点、

また日本建築の流れを端的に物語っている点が評価されました。



あまくさしさきつ

重要文化的景観天草市崎津の漁村景観

所在地：天草市河浦町大字崎津選定日：平成23年2月7日

タイやスズキ、イワシなど様々な種類
みずあ

の魚が水揚げされる天草市崎津が、国の
じゆうようぷんかてきけいかん

重要文化的景観に選定されました。熊本県内
やまとちよう

で重要文化的景観に選定されるのは山都町に

続いて2例目ですが、漁村の景観が選定され

たのは全国で初めてです。
あまくさしもしま ようかくわん

天草市崎津は、天草下島の南西部羊角湾の

北岸に位置し、古くから外国船が出入するな

ど貿易港として栄えました。
さきつうら しもまちなかまちふなっ

現在、｜時津浦西側の下町・中町・船津を歩

重要文化財的景観3

天草市崎津今富地区航空写真
くとよく見かけるものに「トウヤ」や「カケ」

へいたんち

と呼ばれるものがあります。「トウヤ」とは、せまい平坦地に家々が密集することによって作ら

れた浦へ出るための小路のことです。また、「カケ」とは、竹やシュロを使って海上に作られた
ていはく

構造物で、今でも漁船の碇泊や魚干しをする時の作業場として活躍しています。また、崎津浦東

側の向江では畑作や稲作を営みながら、林産品や漁期の労働力を11時津へ提供しています。これら

崎津浦周辺の地区では､それぞれが協力し合いながらl時津諏訪神社の例祭なども行なっています。
さきつうら

このように|時津浦を囲んで広がる「天草市'1時津の漁村景観」は、|時津に住む人びとの日常生活

の中から生まれたものです。「トウヤ」や「カケ」などを伴いながら形作られてきたこの地域独

特の景観は次世代に伝えていくべき大切な宝物といえるでしょう。
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4名勝・天然記念物 ’
ごろうがたきひじりたき

熊本県指定名勝及び天然記念物①「五老ヶ滝」②「聖滝」

所在地①上益城郡山都町長原・城原②上益城郡山都町野尻・城原

指定年月日平成23年4月22日

みどり ささはらか

五老ケ滝は緑川の支流である五老ケ滝川に、聖滝は同じく笹原川に懸かる大きな滝です。二つ
ひごこぐし すもうばんづけ

の滝は、江戸時代に著された『肥後図誌』等の地誌や、肥後領内の名所を相撲番付になぞらえ
めいしょめいぶつすもうつけ ちようてい

て記した『名所名物数望附』にその名を見ることができます。かつてこの地を訪れた朝廷の使
ごらん

いが滝を「ごろうじた（御覧になった)」ことから「五老ケ滝」の名が、滝の途中に突き出た岩
しゆぎようちゆうそうりょ

が修行中の僧侶のように見えることから「聖滝」の名が付けられたと伝えられています。また、
ほそかわなりしげおかかええし めいしょうち りょうないめいしようずかん

江戸時代、熊本藩主細川斉蕊が御抱絵師に領内の名勝地を描かせた『領内名勝図巻』という長大

な絵巻物に、二つの滝はともに圧倒的な迫力を持つ滝として描かれています。
がんばん ようけつぎようかいがん

一方、二つの滝が懸かっている岩盤は、阿蘇火山が起源の溶結凝灰岩でできています。滝の周
うつ

辺では、二つの滝を形成した地質学的な特徴や地質上の遷り変わりを理解することができます。

このように二つの滝は、江戸時代には熊本を代表する名勝地として広く知られており、『領内

名勝図巻』が描かれた200年ほど前の景観を見事に残しています。また、阿蘇火山の噴火活動

に起因する溶結凝灰岩とその後の浸食作用により生み出された滝及び周辺の地形は、本県におけ

る地質学的特徴をよく示しています。
めいしようてんねんきれんぶつ

以上のことから、県の名勝及び天然記念物に指定されました。

五老ケ滝 聖滝
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装食市古墳館／鞠智城5

装飾古墳の保存と公開 (装飾古墳の一斉公開） 」
婁酒と冴瓦Wっ零うL仁盾てこ薦凡か八

熊本県立装飾古墳館では、装飾古墳の保存と公開を両立させるために様々な調査を行ってい

ます。その成果のひとつが、菊池川流域における装飾古墳一斉公開です。
がんりよう ねんど ぎようかいがん たこうしつなんがんしこ

装飾古墳に用いられる顔料は何れも粘土系のもので、凝灰岩などの多孔質の軟岩に染み込ん
おんしつど はくらく

だように付御着しています。従って、急激かつ過度な温湿度変化は、顔料の剥落やカビの発生を

促す切っ掛けに繋がります。そのため、石室は保存施設内で管理されています。

一斉公開に供している古墳は、これ

までの調査結果（石室内の温湿度変

化や石材表面の変化など）を踏まえ、

10月下旬頃を公開時期と定めていま

す。3回目となる平成23年には、10

月21，22日の二日間に開催し、延べ

2000人の参加がありました。

今後も引き続き県内各地の装飾古墳

について調査を行い、保存と公開の拡

大を図っていきたいと考えています。
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一撞山玄室

一慣山羨道

検山見学室

一塚坊主玄室
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一大戸鼻南石室
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【お問い合わせ】熊本県立装飾古墳館TELO968(36)2151

装飾古墳館ホームページhttp://www､kofunkan,pref.|〈umamotojp

史跡鞠智城跡の取組を紹介します」

~

rー

きくらじ』＆うあと

鞠智城跡は山鹿市と菊池市にかけて所在する、古代山城の一つと

して国史跡に指定されています。昭和42年から始められた発掘調
<だらけいぼさつりゆうぞう

査は32次を数え、これまでに貴重な遺構や「百済系菩薩立像」な
おんこそうせいかん

どの重要な遺物が発見され、「温故創生館」で展示･解説しています。

平成23年10月7，8日には山鹿市･菊池市主催の古代山城サミッ
だざぃふ

トが開催されました。7日には大宰府から鞠智城までを峰火でつな
のろし

ぐ「峰火リレー」を行い、8日には「古代山城の保存と活用を目指

して」というテーマでシンポジウムを開催しました。また、九州国

立博物館に鞠智城ブースを出展し、鞠智城の周知に努めました。こ

のほか、「さきもりころう隊」が結成され、ころう君が各地で鞠智

城をPRしています。

【お問い合わせ】熊本県立装飾古墳館分館歴史公園鞠智城・温故創生館

〒861－0425熊本県山鹿市菊鹿町米原443－1mO968(48)3178

鞠智城温故創生館ホームページhttp://www､kofunkan,pref､kumamotojp/kikuchijo／

さきもりころう隊オフイシヤルサイトhttp://cyber,prefkumamotojp/korou-tai／
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し ようもんかり

縄文時代狩の道具を製作か？
I

ひらまち

～平町遺跡～
I

丑はらうえぎせんきんさl柳うどうろせいびじざよう

原植木線緊急道路整備事業にともなって調査を行いました。今

回は平成23年度として4月から7月まで主に細文時代の遺跡調

査を行いました。
こうざばんと

調査では縄文時代後期・晩期の遺物を発見しました。細文時代
すりけしじようもん

後期の遺物としては､磨消縄文土器(細目模様をすり消した土器)、
こくしょくまけん

黒色磨研土器(表面を黒くして磨いた土器）などが出土し、縄文
きざみめとったいもん

時代晩期の遺物としては刻目突帯文士器などが出土しました。
せ崖ぞくせきふいしさじ こくようせき

石器も出土し、石鍬、石斧、石匙などの石器の他黒曜石を多く
こくようせ営へん

出土しています。黒曜石片が多く出土していることから、狩りのi

近くにあったことを物語っています。

▲睦
pAA4A

'一三!⑧●

|極多'、出土した石器

狩りのための道具を作ったであろう住居が

お墓の中から出てきたもの～飛田遺跡群～

よもぎ ひだいせどぐん こふん

熊本市四方寄'11Jにある飛田遺跡群からは、古墳時代に造られた

6つのお墓が見つかりました。大きさとしては学校のプールより
韻る

大きめのお墓や円い形をしたお墓だったりと形やサイズがそれぞ

れちがっていました。

6つのお墓のうちの5つは畑や道路を造るときにすでにこわさ

れて、お墓の周りの溝だけが残っていました。でも、円い形をし
かん

たお墓は石でできた棺（死んだ人を入れる箱のようなもの）がそ

のまま残っていました。
かん

棺を開けてみると男2人､女1人分の頭や体の骨がありました。

骨の周りには、まが玉1個・小さな円い玉5個が出てきました。

石の棺と中の人骨

「

文字のある考古学 ～桑鶴遺跡群～

くわづる よもぎせんちいきれんけいすいしんかいち<じぎよう

桑鶴遺跡群は砂原四方寄線地域連携推進改築事業に伴う
きゅうせっさ

文化財調査として平成21年度より開始し、旧石器時代から
ちゆうせい ふ<ごういせき

中世までの複合遺跡で今年度は8世紀頃を中心とした調査を

行いました。

今回紹介するのは出土した文字のある土器です。
はじき

土師器（うす茶色をした素焼き土器）という土器に「原」

とへラ書きされていました。「原」は平原も意味します。こ
くわづるいせきぐん

の桑鶴遺跡群は見渡すと平原で、まさに「原」と呼べる立地

条件です。この人々がよい場所で生活を営んだのでしょう。

小さな遺物ですが、桑鶴遺跡群の性格を知る上で貴重なモ／
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ヘラ書き土師器
上で貴重なモノです。



】

重なり合った大溝群を発見～皇職鋤総自紘第'5揃萱～
きゅうし地うのぽせんつけかえこうじ <膿もとえきこうない

JR九州上り線付替工事に伴い熊本駅構内の発掘調査(面積約600㎡)を行っ
こだい ちゆうせいきんせいしよとう せいかつこんせき

た結果、古代の初めと中世末～近世初頭の人々の生活痕跡や使用した品物を

確認しました。

興味深い発見として、幅4～6m、深さ1～1．5m以上、長さ20m以上
おおみぞじよう

の大溝が3条重なり合って確認されたことが挙げられます。大溝の底にあっ

た焼き物や臓描職雛筏の結果から差if時代の終わりから症芦時代の初め
ころ（16世紀後半～17世紀初め）に埋まり始めたと推定されます。

腐ﾛ幽ロ

発掘調査7

これらの溝が掘られた理由については、はっきりしませんが、周辺の調査大溝の様子

区で確認された大溝では､季蕊に位置していることや､溝の底に砂利が叛かれ両側にi職があること
こあざくかく

から「小字の区画」や「道路」としての役割などが考えられます。

よみがえる古代人
しんやしき

～新屋敷遺跡～

かせんかいし肋うこうじ

新屋敷では、白川河川改修工事のために平成18年度から発掘調査を

行ってきました。
じようもんこうばんざこだい きんせい

この遺跡は主に、縄文時代後晩期・古代（奈良・平安時代）・近世（江
じゅうきよあと はじきすえき

戸後期以降）の住居跡や溝などの遺構や土師器や須恵器などの遺物が数

多く出土しています。
じんこつ

今回、全身で2体、半身で3体の人骨が発見されました。これらの人

I

|輿

､蟻蕊
| 報‘

人骨の出土した様子

骨は、頭の向きもバラバラで供えられた品もほ調査地の全景

とんどない状態で発見されました。周辺に点在する土器や人骨の状況から

8世紀から9世紀の身分的に低い人物である可能性があります。

発見された場所は、溝として使われていたところが埋まったくぼ地でし
まいそう

た。埋葬するには不自然な場所です。一体どうしてこんな場所に数体の人

骨があったのでしょう。また、どんな人物だったのでしょう。

今後調査を進めていくことで少しずつ明らかになると思います。

屋根から落ちる雨水が流れる溝を発見 ～池辺寺関連遺跡～
ちへんじかんれんいせき いけがみ雫まちとっこさん

池辺寺関連遺跡は熊本市池上町、独鈷山の北側に位置していま

す。今年度は、昨年度から引き続いての区域と新しく二つの区域

を調査しました。

一番の成果としては、屋根から落ちる雨水を処理する溝が発見
あととだん

されたことです。これまでにお寺のあった跡（基壇）が発見され

ていました。
のきした

今年度は、そこにあったお寺の屋根を伝わって軒下へ流れ落ち今年度は、そこにあったお寺の屋根を1云わって'叶卜へ抗れ洛ら雨落溝の跡
あまおちみぞ きだん

る雨水を処理する雨落溝ではないかと考えられる溝が発見されました。基壇の西側と東側にそれぞれ

あり､溝の中にはきれいに石も並べられています。この溝を疎めていると、糊の時代のお寺の建物
が目に浮かび、雨水が溝を流れる音が聞こえてくるようです。



8発掘調査

やよい

弥生時代の2つのムラ～幅･津留遺跡～

1幅・津留遺跡は、主に弥生時代の出土品や建物のあとが発見される遺跡です。集落は、周囲に溝を

めぐらす環濠集落になっており、住み始めた時期が異なる2つのムラからできています。

西にあるムラは住み始めたのが古く、主に石の道具を用いるのに対し、東にあるムラは鉄の道具を

用いるという特徴があります。

‐猶一､画
その他、東のムラは儀式の|際、

赤い絵の具を使うという特徴があ

ります。お墓や竪穴住居には赤い
中国由来の小刀鉄でできた斧べﾝガﾗをまいてありドキッとすい

るときがあるくらいです。

きゅうせつき

旧石器時代人の工房～北中島西原遺跡～

かみまし世ぐんや暖とちよう きたなかしまにしはらいせきひようこう きゅうりようち

上益城郡山都町にある北中島西原遺跡は、標高520mの丘陵地に

位置しています。
きゅうせつき

今年度の調査では、旧石器時代の後期にあたる約2万年前の石器
がた

が見つかりました。旧石器時代後期の代表的な石器であるナイフ形
せつき

石器がその一つです。他にも、石器を作るときにでる破片がまとま

っている場所もいくつか見つけることができました。当時の人々が、

そこで石器を作ろうとしていたのでしょう。
いぶつ

この遺跡では､縄文時代､弥生時代の遺物(土器や石器)や灘(穴
や住居跡）も見つかっています。調査は今後も続きますので、新た

な発見があるかもしれません。

・じようもん

縄文時代人の住居跡発見～福堂遺跡～
ふくどう くまぐんにしき讃ち けんどうにしきゆの讃え

福堂遺跡は、球磨郡錦町にある遺跡で、県道錦湯前線
いちぷ

(一武バイパス）事業のため平成23年9月から発掘調査

を行っています。調査面積は、約1400㎡で、縄文時代
ならへいあんじだい

晩期（今から約3000年前）・奈良・平安時代（今から約

1200年～1000年前）の遺物や遺構が確認されました。
じようもんじだいばんき いぶつ 悪せいせつき

細文時代晩期の主な遺物として石おのなどの磨製石器、石

のやじりなどの蝿石器､土器､菅宝などの鋤溌､猟(土
製の人形)などが出土しました｡中でも､土偶は右足と識

が欠けていますが､ほぼ一体分出土し､お祭り（崇沌)など

遺物の出土している様子

に使われたであろうと考えています。 土器や石器の出土している様子

いこう たてあなじl抄うきよけん

主な遺構は、縄文時代の竪穴住居が4軒、奈良・平安時代の住居が3軒検出されています。また、
かめがた

士の中にそのままの形で埋められた細文時代の護形土器が20基見つかりました。

し



遺跡発掘体験9

夏休み遺跡発掘体験・見学会

今日はあなたも古代人！
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’1o文化財資料室

両

ｒ
ｌ 熊本県文化財資料室紹介’

匡

熊本県文化財資料室は､平成20年にこれまで熊本市内各所に分散していた収蔵庫を集め､現在の所在地(熊
じようなん頚らしずめ

本市城南町沈目1667番地）に移転しました。

ここ資料室では、県で行った埋蔵文化財の発掘調査

に関わる出土遺物の整理･収蔵･管理を行っています。

【業務内容】

（1）資料の維持管理・活用に関すること

・収蔵資料及び調査資料の管理・貸出

・出土品の保存処理・修理

・調査報告書等の登録・管理。閲覧・貸出

（2）教育普及に関すること

.「文化財･通信くまもと」の編集・発行

・文化財資料室の一般公開・文化財普及活動

・小・中学校の校外学習やナイストライの受入れ

。「考古資料学習キット」の貸出など
1一

一rL－－＝－年画一-----.--画f一五一巾

交通手段

◎公共機関
からしまちよう

jR熊本駅前→市電→辛島町（交通センター前）下車所要約15分

阿蘇<まもと空港→リムジンバス→交通センター行所要約50分

○熊本交通センター（A－4番乗場）から
こうさしらいし

方法①熊本バス南23路線、甲佐・白石野行き所要約40分

「グラウンド入口」（B＆G海洋センター前）下車。徒歩約10分
まつばせうと

方法②熊本バス南17－20路線、松橋・宇土・段鶴行き所要約40分
じょうなん

「城南」下車。タクシー10～15分。

◎自動車利用

九州自動車道御船|､C→熊本方面く445号＞→宇土方面く50号＞に直進。

「上仲間」交差点左折→城南・宇城方面→＜266号＞を3.6km直進

錨⑬至#鉢市内砿

γ華
－

、

愈遵詮垂圏

霞
F 、

住所熊本県熊本市城南町沈目1667番地

電話0964-28-4933FAXO964-28-7798

E-maiI:shiryoushitu＠prefkumamoto・lgjp
文イヒ財責料＝ｲ壷;鍔画

L 』



I文化財資料室11

式

熊本県文化財資料室に展示体験学習棟完成」星

てんじたいけんがくしゅうとう

熊本県文化財資料室に本年度、展示体験学習棟を新しく建てました。

本年度は「くまもと教育の日」に合せ、展示室では11月14日（月）から12月18日（日）まで、『有

明誌をめぐる古墳時代の交流展』をﾃー ﾏに企画展を開催しました｡企画展では請櫛iの支淵こ位置する｢北
さき いなさつる

の崎遺跡」と「稲佐津留遺跡」の二箇所の遺跡を取り上げ、弥生時代の終わり頃から古墳時代前半期にかけ

ての出土品中に､伝統的な瀞i土器の中に織素の土器群や茜蔭業の土器群などが出土しました｡そして古
墳時代中期以降になると日本列島全体が畿内系土器一色の世界に変わってしまいます。このことは、畿内に

やまと いちごうぞく やまとちようてい いちだいせいりよく

発生した大和地方の一豪族、後に大和朝廷と呼ばれる一大勢力が、次第に拡大をつづけ、全国を統一する過

程を示す現象の一つと考えることもできます。
こだいたいけんきょうしっ

また､期間中の11月26日と12月10日の2日間に渡り古代体験教室「土器を作ろう」を開催しました。
ねんど のや

多くの子どもたちや保護者の方たちの参加を得て、粘土による土器作りと野焼きを体験してもらいました。

子どもたちが作ったさまざまな土器のアイデアには驚くばかりのものでした。
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12発掘調査遣跡一覧

辻

）
告
１
ｍ

調査番号

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

遺跡名

二本木遺跡群

平町遺跡

幅・津留遺跡

桑鶴遺跡群

新屋敷遺跡

池辺寺関連遺跡

飛田遺跡群

北中島西原遺跡

神水遺跡

滝川石田遺跡

福堂遺跡

久石陣林遺跡

新馬借遺跡A

新馬借遺跡B

所在地

熊本市春日町

粟

阿蘇郡高森町

熊本市和泉町

熊本市新屋敷

熊本市池上町

熊本市四方寄町

山都町北中島

熊本市水前寺

御船町滝川

錦町一武

南阿蘇

熊本市新町

熊本市新町

ﾛ市酒水

久石

主な時代

古代～近世

古代～近世

弥生

旧石器・古代・中世

弥生．

旧石器、縄文、
中世（平安、鎌倉）

古代・中世

旧石器・縄文・弥生

古代・中世

古墳

縄文

弥生

近世

古墳

主な遺構・遺物

掘立柱建物、区画溝、墓、土師器。
須恵器・陶磁器．

土坑、溝

竪穴住居､倉庫跡､区画溝､墓､標柱石．
弥生士器、鉄鍍、鉄斧など多数

ナイフ型石器・カマド付竪穴住居。
掘立柱建物

墓・溝

基壇、階段、掘立柱建物群、陶磁器、
土師器、須恵器、土器、石鍍

竪穴建物、土坑、道路状遺構
土師器、須恵器

竪穴住居跡、土坑
旧石器・縄文土器、弥牛士器・鏡

土坑、溝、土師器・須恵器

竪穴住居跡、溝跡、ピット、土師器、
須恵器、鉄器等

住居跡、埋め喪、土器、土偶、管玉

弥生土器

門跡

ﾖ、包含層

調査期間

H23.4～H23.9

H23.4~H23.7

H23.4.11～H24.2.29

H23.4～H23.10

H23.5～H23.3

H23.5.～H23.10.31

H23.5～H23.3

H23.5～H23.3

H23.5～H23.7

H23.7.27～H24.2.29

H23.9～H24.1

H23.11.28～H24.2.29

H23.12～H24.2

H23.12～H24.2li
15 二本木遣跡 熊本市田崎町 弥生・古代 H24.2～
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